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される。続いて、マクロな視点から、第 2 章ではカトリック教会の世界的な趨勢と 1983 年の⺠政





第 4 章における⺠の教会の公共宗教性に関する指摘と、第 5 章のソーシャル・キャピタル調査
から得られた「⽀援活動による公共性の度合いの違い」という知⾒とをうまく架橋する議論が必
要であるようにも感じられるが、本書は国家宗教から公共宗教へと役割を変化させてきているア
ルゼンチンカトリック教会の動向を歴史的に分析した好著である。フランシスコの教皇就任以降
の変化やモレノ市と他の都市の事例⽐較なども視野に⼊れつつ、著者がさらなる分析を進められ
ることを期待したい。 
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